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 ８  サーキット・テスタ５（教 P24 ～ 52）

【１】表にある直流電圧計の性能を有するサーキット・テスタを用いて，図の電圧Vを測定した。次の各設
問に答えなさい。ただし，電圧レンジは最も適切なレンジを使用したものとする。

改］

5Ｖ電源

① ② ③ ④
信号線

１ＭΩ

0.5ＭΩ

Ｖ

コネクタＡ

コネクタＢ

ＥＣＵ

 表
レンジ 分解能 確度 入力抵抗 最大入力電圧
50mV 0.001mV 0.05 ＋ 10

100MΩ 1000V　DC500mV 0.01mV
0.02 ＋２

2400mV※ 0.1mV
５V 0.0001V 0.025 ＋５

11MΩ 1000V　rmsAC
50V 0.001V

0.03 ＋２500V 0.01V
1000V 0.1V

　　　 NMRR：80dB以上　50/60Hz　　　※2400mVレンジの最大有効表示　24000
　　　 ただし50mVレンジは70dB以上　50/60Hz　±0.1％
　　　 CMRR：120dB以上　50/60Hz（Rs=１kΩ）
　　　 応答時間：１秒以内

　１�．図の電圧計Vは約何mVを表示するか。答えは小数点第２位以下を切り捨てるものとする。
　２�．図の状態からコネクタⒶを外した場合，電圧計Vは何Vを表示するか。答えは小数点第５位以下を
切り捨てるものとする。

　３�．電圧計Vの表示が3.2000Vであったと仮定した場合，真の電圧は何V～何Vの範囲にあるか。
　４�．電圧計Vの表示が4.9500V～4.9504V間で変動している場合は，何Vを測定値として用いるか。

１ ２ ３ ４

約　　　　　　mV 　　　　　　Ｖ 　　　　　Ｖ
～
　　　　　Ｖ 　　　　　　Ｖ
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 16  論理信号センサ（教 P77 ～ 82）

【１】図に示す圧力検知式の論理信号センサを用いた装置の回路において，マイコンの異常検知範囲を示した
ものとして，適切なものは次のうちどれか。ただし，この論理信号センサの状態を別のセンサで監視・

認識する機能はもたないものとする。

信号線

センサ

  信号
アース線

12Ｖ電源

5Ｖ安定化
電源回路抵抗

(Ｒ)

ＥＣＵ

マ
イ
コ
ン

入
力
回
路

図　圧力検知式の論理信号センサを用いた装置の回路構成

　１．

異常検知不可範囲

異常検知可能範囲
下限値

5Ｖ

0Ｖ
ＩＧｽｲｯﾁＯＮ 作動中

２．

異常検知不可範囲

異常検知可能範囲

異常検知可能範囲

5Ｖ

0Ｖ
ＩＧｽｲｯﾁＯＮ 作動中

上限値

下限値

　　３．

異常検知不可範囲

5Ｖ

0Ｖ
ＩＧｽｲｯﾁＯＮ 作動中

４．

異常検知
不可範囲 異常検知可能範囲

5Ｖ

0Ｖ
ＩＧｽｲｯﾁＯＮ 作動中

閾値

【１】
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 ７  スロットル・ポジション・センサ（教 P76 ～ 77）

【１】電子制御式ATにおいて，ダイアグノーシス・コードを点検したところ，スロットル・ポジション・セ
ンサ系統の異常を示すコードを表示した。図１及び図２に示す回路において，点検結果から考えられる

不具合原因として，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しなさい。ただし，正常時のスロッ

トル・ポジション・センサの信号電圧は，スロットル・バルブ全閉時0.5V，全開時4.5Vとする。

点検結果
図１：全ての回路が接続された状態で測定
　・Ｖ１の電圧が５Vであった。
　・Ｖ２の電圧がスロットル・バルブ全閉時，全開時ともに５Vであった。
　・Ｖ３の電圧が０Vであった。
図２：センサ信号線を外した状態で測定
　・Ｖ４の電圧がスロットル・バルブ全閉時，全開時ともに５Vであった。
　・Ｖ５の電圧が０Vであった。

　　図１ 　　図２
ＡＴ・ＥＣＵスロットル・

ポジション・
センサ

センサ・アース線

マ
イ
コ
ン

５Ｖ

センサ
信号線 Ｖ２

センサ
電源線

Ｖ１

Ｖ３

マ
イ
コ
ン

５Ｖ

４Ｖ

スロットル・
ポジション・
センサ

ＡＴ・ＥＣＵ

Ｖ5

ＡＴ・ＥＣＵスロットル・
ポジション・
センサ

センサ・アース線

マ
イ
コ
ン

５Ｖ

センサ
信号線 Ｖ２

センサ
電源線

Ｖ１

Ｖ３

マ
イ
コ
ン

５Ｖ

４Ｖ

スロットル・
ポジション・
センサ

ＡＴ・ＥＣＵ

Ｖ5

　１．センサ・アース線の断線
　２．センサ電源線からセンサ信号線への短絡
　３．AT・ECU内のアース系統の不良
　４．スロットル・ポジション・センサ内のアース系統の不良

１ ２ ３ ４
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 15  電子式モード切り替えスイッチ１（教 P99 ～ 105）

【１】図に示すEPSの電子式モード切り替えスイッチ回路の点検に関する記述として，適切なものには○を，
不適切なものには×を記入しなさい。

5Ｖ

0Ｖ

5Ｖ

0Ｖ

重め(＋)側
信号電圧

軽め(－)側
信号電圧

重め(＋)
モード

標準(●)
モード

軽め(－)
モード

マ
イ
コ
ン

入
力
回
路

Ａ Ｂ

重め(＋)

標準(●)

軽め(－)

5Ｖ安定化電源回路
12Ｖ電源

ＥＰＳ・ＥＣＵ

重め(＋)側信号線

信号アース線

軽め(－)側信号線

＋

－

電源線

＋

－

センサ・アンプ／出力回路
（電子式モード切り替えスイッチ）

抵抗
（Ｒ）

Ｖ1

Ｖ3
Ｖ5

Ｖ2

Ｖ4
Ｖ6

ＥＰＳ・ＥＣＵ
アース線

図１　モード別信号電圧特性 図２　駆動回路構成

　１�．重め（＋）モード又は軽め（－）モードに操作したときに，V３とV４の電圧値が等しく，かつ
EPS・ECUから信号アース線を外したときに，V３と配線側のV４に等しい電圧が発生する場合，信号

アース線の断線は考えられない。

　２�．重め（＋）モードに切り替えたときに，Ｖ１とＶ２の電圧値が５Ｖ一定で変化しない場合，センサ・
アンプの異常は考えられるが，EPS・ECU本体の異常は考えられない。

　３�．重め（＋）モードに切り替えたときに，V１とV２の電圧値が５V一定で変化しない場合，EPS・
ECU本体の異常は考えられるが，重め（＋）側信号線の断線は考えられない。

　４�．標準（●）モードのときに，Ｖ１とＶ２の電圧値が異なる場合，重め（＋）側信号線の断線は考えられるが，
EPS・ECU本体の異常，信号アース線の断線は考えられない。

　５�．標準（●）モードのときに，V１とV２電圧値が異なる場合，重め（＋）側信号線の断線は考えられるが，
信号アース線の断線は考えられない。

　６�．標準（●）モードのときに，Ｖ５とＶ６の電圧値が０Ｖ一定で変化しない場合，EPS・ECU本体の異常，
センサ・アンプの異常，軽め（－）側信号線の短絡（地絡）が考えられる。

　７�．標準（●）モードのときに，V５とV６の電圧値が０V一定で変化しない場合，センサ・アンプの異常
及び軽め（－）側信号線の短絡（地絡）は考えられるが，EPS・ECUアース線の異常は考えられない。

　８�．標準（●）モードのときに，V５とV６の電圧値が０V一定で変化しない場合，EPS・ECU本体の異常，
軽め（－）側信号線の短絡（地絡）は考えられるが，センサ・アンプの異常は考えられない。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
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 ４  動力分割機構及びギヤ・トレーン（教 P18 ～ 19）

【１】図に示すパラレル・シリーズ・ハイブリッド・システムの動力分割機構に関して説明した共線図１～
３に適合する車両の状態を（イ）～（ハ）からそれぞれ１つ選びなさい。ただし，動力分割にはプラネ

タリ・ギヤを利用しており，インターナル・ギヤはモータ及び駆動輪に，サン・ギヤはジェネレータに，

プラネタリ・キャリヤはエンジンにそれぞれ直結又は連結されている。

　　図

ジェネレータ エンジン モータ
回転速度 回転速度 回転速度

サン・ギヤ インターナル・ギヤプラネタリ・キャリヤプラネタリ・キャリヤ

（イ）モータ走行時（前進） （ロ）エンジン始動時

（ハ）加速時

ジェネレータ
回転速度
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回転速度

モータ
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モータ

インバータ ＨＶ

動力伝達
電力伝達

バッテリ

　　１． ジェネレータ エンジン モータ
回転速度 回転速度 回転速度

サン・ギヤ インターナル・ギヤプラネタリ・キャリヤプラネタリ・キャリヤ

（イ）モータ走行時（前進） （ロ）エンジン始動時

（ハ）加速時

ジェネレータ
回転速度

エンジン
回転速度

モータ
回転速度

モータ
回転速度
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サン・ギヤ インターナル・ギヤプラネタリ・キャリヤプラネタリ・キャリヤ

（イ）モータ走行時（前進） （ロ）エンジン始動時

（ハ）加速時

ジェネレータ
回転速度

エンジン
回転速度

モータ
回転速度

モータ
回転速度

エンジン
回転速度

ジェネレータ
回転速度

サン・ギヤ インターナル・ギヤプラネタリ・キャリヤ
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　　３．
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１ ２ ３
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 ５  システム・メイン・リレー（教 P22）

【１】図に示すハイブリッド・システムのシステム・メイン・リレー（SMR１～３）回路に関する次の文章
の（１）～（５）にあてはまる語句を語句欄からそれぞれ１つ選び，記号を記入しなさい。

　�　「高電圧回路の電源を接続するとき，ハイブリッドECUは，まずSMR（１）をONして，その後SMR（２）
をON,�SMR（３）をOFFしている。こうして接続直後は，レジスタを（４）電流を流して（５）している。」

サ
ー
ビ
ス・プ
ラ
グ

Ｈ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ

バッテリＥＣＵ ハイブリッドＥＣＵ

レジスタ

車
両
パ
ワ
ー・ケ
ー
ブ
ル
へ電流センサ

ヒ
ュ
ー
ズ

充電用コネクタ

ＳＭＲ２

ＳＭＲ３

ＳＭＲ１

語句欄

（イ）１　　　　　　　　　　　　　（ロ）２　　　　　　　　　　　　　（ハ）１と３

（ニ）２と３　　　　　　　　　　　（ホ）通さず高い　　　　　　　　　（ヘ）通した制限

（ト）システムを起動しやすく　　　（チ）高電圧の突入電流から回路を保護

１ ２ ３ ４ ５
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